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自己紹介
l 名前： 浦田真由 Mayu URATA
l 所属： 名古屋大学 大学院情報学研究科・情報学部

（H29開設）
社会情報学専攻 情報社会設計論講座

l 研究室：安田・遠藤・浦田研究室
l 学位： 博士（情報科学）
l 専門： 社会情報学、電子社会設計論
l 所属学会： 社会情報学会，情報文化学会，観光情報学会
l 2017～ 総務省 地域情報化アドバイザー
l 2019～ 内閣官房 オープンデータ伝道師

インターネットに代表される情報通信技術（ICT）
がもたらす新しい社会の在り方について調査・研究
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本日の内容

l オープンデータとは？

l これからの社会とは？

l 利用者視点のサービスとは？

l データ利活用に関する事例

l データ利活用（OD推進）のための研究紹介

l まとめ
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オープンデータとは

自由に使える
誰もが 再利用できる データ

再配布できる

国、地方公共団体及び事業者が保有する官民データのうち、国民誰もがイ
ンターネット等を通じて容易に利用（加工、編集、再配布等）できるよう、
次のいずれの項目にも該当する形で公開されたデータ。
営利目的、非営利目的を問わず二次利用可能なルールが適用されたもの
機械判読に適したもの
無償で利用できるもの

出典:オープンデータ基本指針
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/kettei/pdf/20170530/kihonsisin.pdf
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オープンデータのライセンス

クリエイティブ・コモンズ・ライセンス（CC）
• インターネット時代のための新しい著作権ルール
• 作品を公開する作者が「この条件を守れば私の作品を自由に使って
構いません。」という意思表示をするためのツール

（参考） 90秒で分かる クリエイティブ・コモンズ (CC) っていったい何？
https://youtu.be/QNKPpWGVqZo
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CCライセンスの種類

l 条件を組み合わせてできるCCライセンスは6種類
l 権利者は、自分の作品をどのように流通させたいかを考え、必要に応じて
適切な組み合わせのライセンスを選ぶ

引⽤︓Wikipedia

オープン

データ
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データの形式

l 5 ★ オープンデータ（http://5stardata.info/ja/）
l Webの発明者でありLinked Dataの創始者でもあるティム・バーナーズ
＝リーは，オープンデータのための5つ星スキームを提案



オープンデータを用いた

サービス提供のイメージ
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官はデータ提供までを担当し、データを利⽤したサービス提供を⺠間や個⼈に委ね

ます。

★ オープンデータを⽤いた場合の、サービス提供に関わる官⺠の分担

⾏政 市⺠

これまでの⼿法

官

⾏政 市⺠

オープンデータを⽤いた場合の⼿法

官
オープン

データ

⺠間・個⼈

2.4 オープンデータによる官⺠協働の促進
2.オープンデータの意義を理解する



オープンデータ推進の現状



オープンデータ推進市区町村
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課題： オープンデータの効果・メリット・ニーズが不明確

1,741の市区町村のうち、何%？

→取組済み市区町村数：621（2019年12月）

約36％ 「世界最先端デジタル国家創造宣言・官民データ

活用推進基本計画」等の政府決定において、

「2020年度までに地方公共団体のオープンデータ

取組率100％」を目標！
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（参考）政府CIOポータル オープンデータ

https://cio.go.jp/policy-opendata
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未来の年表 人口減少日本でこれから起きること (講談社現代新書)

(河合雅司・著／講談社現代新書)

日本がこれから経験する急速な人口減少
を、「静かなる有事」と呼びました。
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日本の喫緊の課題

l出生数の減少

l高齢者の激増

l社会の支え手の不足

l これらが互いに絡み合って起きる人口減少



情報社会に続く、新たな社会

Society 5.0
（内閣府，2016｜第5期科学技術基本計画）
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Society 5.0（ソサエティ5.0）って何？

（参考）政府広報 https://www.gov-online.go.jp/cam/s5/
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Society 5.0のしくみ



Society 5.0 の実現には、

国や自治体、民間事業者間での

データ利活用が欠かせない
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官民データ活用推進基本法
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官民データ活用推進基本法

第⼗⼀条 国及び地方公共団体は、自らが保有する官民データについて、
個人及び法人の権利利益、国の安全等が害されることのないようにしつ
つ、国民がインターネットその他の高度情報通信ネットワークを通じて容
易に利用できるよう、必要な措置を講ずるものとする。

インターネットその他の高度情報通信ネットワーク
を通じて容易に利用できる

||
オープンデータ

これにより，自治体はオープンデータに取り組むことが義務
付けられた。



データの社会インフラ化
（平成26年版 情報通信白書）
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企業内/組織内のデータのみを利活用していた段階から、
企業間/組織間でデータを共有する段階を経て、
将来的には、オープンデータや世界中のビッグデータを利活用



本日の内容

l オープンデータとは？

l これからの社会とは？

l 利用者視点のサービスとは？

l データ利活用に関する事例

l データ利活用（OD推進）のための研究紹介

l まとめ



データ利活用について考える時に

おすすめの記事



窓口を便利にするのではなく窓口に来なくてもよくする

57

[株式会社三菱総合研究所 デジタル・イノベーション本部
主席研究員 村上 文洋]

http://www.vled.or.jp/column/2019/0
01542/?fbclid=IwAR3hrcz9ALiDG0Bh-
G5BjVADX03T3tPRTG0EX3hCUl_cyYTl

AY4QMTaRaRQ
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Amazon GO
• コンビニなどでの人手不足に対応す
るためのレジの無人化

• 店員に変わって、お客にICTを自ら操
作してもらう

• 顧客が不満に感じているレジの行列
や現金の支払いをなくし、顧客の利
便性を向上

• 利用者はICTを気にすることなく買い
物を楽しむことができる

提供者視点利用者視点

日本の無人レジ

参照）https://toyokeizai.net/articles/-/256513?page=2参照）https://japan.cnet.com/article/35125863/

目的：顧客サービスの向上（データ収集） 目的： 無人化（コスト削減）
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データ利活用（オープンデータ推進）へ向けて
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防災啓発アプリ 尾張旭市
＋尾三地区自治体

自助意識向上へ向けた避難所詳細情報の公開
（可視化）

ごみ出しスキル 尾張旭市
（春日井市）

アプリ向けに持っていたデータの利活用，ご
み出しデータのオープンデータ化

バス情報のOD
（GTFS）

尾張旭市
一宮市（半田市）

バス情報をGTFSに対応させる際の手順を提
案，マニュアル作成

写真のOD 尾張旭市，高浜市，
日進市（7市町）

写真をオープンデータとして公開するための
方法を提案

観光案内スキル 半田市 観光オープンデータを活用した観光案内

受付案内スキル 尾張旭市
（名古屋市） 行政データの利活用，IoTデバイスへの理解

ナンバー認証 飛騨市 ナンバー認証×口コミ分析による観光振興

顔認識システム 高山市 顔認証システムによる人流解析

2018～2019年度 研究テーマ
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① 防災 ✕ オープンデータ



防災アプリの現状
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市民にとって既知情報であり防災意識向上には更なる情報が必要

避難所位置情報を利用した経路案内がほとんど

l 避難所ガイドアプリが多い

l 防災情報に関する
自治体オープンデータも
避難所の位置情報が中心



市民利用を見据えたニーズ調査
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１｜SNSニーズ調査

２｜Web検索傾向ニーズ調査

３｜被災自治体へのヒアリングによるニーズ調査

４｜被災地アンケートによるニーズ調査

５｜自治体Webサイト解析によるニーズ調査

避難所詳細情報や備蓄情報を市民に伝えることが必要



情報の選定
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防災対策情報のオープンデータ化へ

防災対策情報を公開し、自治体の現状を伝える

防災対策情報の例

災害時用備蓄

収容可能人数

冷暖房

トイレ（仮設・常設）

風呂・シャワー

Wi-Fi 災害対応型自販機

炊事設備



自治体との連携
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Webで公開している情報 → オープンデータ化しやすい

地域防災計画に掲載されている情報が有用



防災啓発アプリの企画・開発
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自治体防災対策の限界を知り，自助意識を向上させる

地域防災計画の情報を活用した防災啓発アプリの開発

l 防災施設マップ一覧
l 避難所詳細確認
l 市の備蓄確認

避難所詳細情報
備蓄情報

防災関連情報の
オープンデータ

＋活用データ



防災情報のオープンデータ化へ
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• 2016年 収容可能人数
• 2018年 防災資機材
をオープンデータとして公開



② 写真 × オープンデータ



写真オープンデータとは
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風景や建築物の写真や，イラストなどをオープンデータ
として公開したもの

自前のサイトを作るにはコストがかかり、
既存の写真共有サービスは複数あり、選択が難しい



写真オープンデータの現状
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l 画像は表形式ではないため，どのような形式でアップロード
すれば良いか分からない（サイズ，解像度など）

l 標準フォーマットなどが無い
l 肖像権や所有権など，留意すべき点が多く，どの写真を公開
すべきかわからない

l 公式HPで利用しているサーバ容量の余裕がない（高解像度
の写真は公開できない）



「Facebook ページ」 の活用を提案
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l 個人アカウントとは異なり，企
業や団体のビジネス・アピール
のためのページ

l アクセス数の解析なども可能

l 写真アップロード／ダウンロー
ド機能

l 写真アルバム機能を活用

写真を公開するだけでなく，PR／拡散することが可能



アルバム機能を用いいた公開例
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l ライセンス等をキャプションに記入
l ハッシュタグの活用



Web版 画像オープンデータガイドライン
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画像オープンデータクイズの作成
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AIを活用した顔検出による写真のオープンデータ化支援システム
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物体検出アルゴリズムのひとつであるYOLOを活用



③ スマートスピーカー × オープンデータ



ごみ出し情報スキルの開発
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燃えないゴミは第3水曜日です。

今月は○○日です。

乾電池は有害資源（電池）で

す。〜〜などの回収箱へ出し

てください。

知りたいごみ種別のゴミ出し日を案内（燃えないゴミはいつ？）
ごみの分別方法を案内（乾電池の捨て方を教えて！）
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企業でのスキル開発へ

l 「さんあ～る」アプリを利用されている春日井市へ紹介
l 実際に市民に使ってもらうためには，継続的な運用方法を検討したい

l 「さんあ～る」を開発している，ディライトシステムに打診
l ディライトシステム版ごみ出しスキルを開発（名大と定期的なMTGを実施）



口腔機能のトレーニングに使える？



高齢者を対象とした介護予防のための実証実験
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尾張旭市(3名)
・70代男性
夫婦2人暮らし(情報機器に詳しい)
・60代女性
独居
・70代男性
夫婦2人暮らし(情報機器に詳しくない)

刈谷市(2名)
・70代女性
独居，週１でデイケアサービス
・70代女性
独居，要介護１認定，週１でリハビリ
（発話と足腰の動きが鈍い）



口腔機能向上トレーニングスキルを開発
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観光案内スキルの開発（半田市）
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半田市オープンデータ

はんだで暮らす（写真オープンデータ）

半田市観光協会（イベント情報）
2019.2.4～10，
クラシティ半田に設置し，
実証試験



窓口案内スキルの開発（尾張旭市）
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庁舎案内のデータを使って，窓口案内スキルを開発！

データ利活用のイメージを職員さんに意識してもらうことが狙い



窓口案内スキルの開発（尾張旭市）
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2019年1～２月，尾張旭市受付窓口にて，実証試験を実施

スキルのログを解析し，何時に，いつ，どんな質問が多いのか等分析



Hatch Technology NAGOYA
～行政課題における先進技術の実証支援～
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2020/1/20〜 名古屋市役所西庁舎にて実証実験！
（1/27〜 スマートスピーカーによる実証実験を実施）
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スマートスピーカーによる音声での庁舎案内
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まとめ
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l オープンデータは，地域ICT/IoT利活用を促進するきっかけ
（オープンデータを目的にしない）

l データを公開しただけで地域課題が解決されるわけではない
l 「防災啓発アプリ」のように，市民にとって必要な情報は何か
を考えて公開を推進していく（市民との協働が必要）

l AIによる認識技術が進化し，様々な場面でデータ活用が可能に
l 利用者視点でどのように活用していけるかを考える必要がある
l 完璧なものを目指さず，少しずつ取り組んでいくことが重要
↑但し，継続できる体制を作る！

総務省地域情報化アドバイザー制度をご活用ください！


